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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・心理学基礎（集中）

【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員会委員、大学入試センター試験実施委員
サッカー部・フットサルサークル・手話サークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

平成24年度社会心理学応用実習Ⅰ・Ⅱの報告書（学内外向け）を作成した。

日本グループ・ダイナミックス学会理事・「実験社会心理学研究」編集委員（平成24年3月まで）
日本社会心理学会「社会心理学研究」編集委員（平成24年7月～継続中）
高の原カルチャーサロン奈良大学心理学講座にて講演（題目：ルールやマナーを逸脱する心
理」）平成24年5月

東京大学大学院人文社会系研究科博士課程　単位取得満期退学

博士（社会心理学）　東京大学大学院人文社会系研究科　2008年4月

社会心理学

最終学歴

【研究上の特記事項】

１．文部科学省科学研究費　新学術領域研究「法と人間科学」（領域代表：仲真紀子（北海道大
学））において、責任概念班（代表：唐沢穣（名古屋大学））の研究分担者を務めた。
２．日本電気株式会社との共同研究「社会規範的行動の促進/阻害の要因調査およびその行動
促進に向けての情報提示方法の検討」を実施した。

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会心理学会、日本心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、
Society for Personality and Social Psychology、日本火災学会

社会的規範の機能的側面に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会心理学特論Ⅰ（前期）

授業科目

学部担当科目

・社会心理学概論（後期）
・社会心理学研究法Ⅱ（後期）
・社会心理学応用実習Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・文化心理学（前期）
・社会心理学特殊講義（前期）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（前期・後期）



共著

共著

平成24年5月
日本火災学会平成24
年度研究発表会

日本社会心理学会第
53回大会

平成24年11月

日本社会心理学会第
53回大会

平成24年11月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

住宅用火災警報器設置に関する心理
要因の時系列的検討

向社会的行動への記述的規範の効果
の検討

①

②

②

③

④

大会企画ワークショップにおいて、指定
討論者を務めた。

⑤

④

③

（学会発表）

⑤

①ワークショップ「無意識研究の
最前線」指定討論者

③

（その他）

②

⑤

④

②記述的規範の向社会的行動
への効果：時系列的検討

⑤

①住宅用火災警報器の設置状
況の時系列的検討

③

④


